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平成29年12月9日

岡田　誠治

古代史へのいざない－天皇の誼（おくり名，論号）から古代史の背景をさぐる

日本書紀　巻第三 

「（見出し）神日本磐余彦天皇“かむやまといわれびこのすめらみこと 

（本文・書き出し）『神日本磐余彦天皇、韓（ただのみな）　は　彦火火出見（ひこほほでみ）。‥』 

（同〃元年の条）『〃‥始敵天下之天皇（はつくにしらすすめらみこと）を、号（なず）けたてまつりて 

神日本磐余彦火火出見天皇と目す」 

【1】註。詮号

◎　詮・・“し、おくりな・贈り名

◎　誼号（しごう）““・帝王・相普 生前の事績への評価に基づく名前

【天皇の詮号】

天皇の名前には「謹・いみな（実名）」の他に「護号」、「追号」、「尊称〃美称」などがある

⇒　現在は全ての天皇を漢風詣号または追号をもって「00天皇」と呼んでいるが、明治3年以前ま

第63代冷泉天皇～118代後桃園天皇までは「00院」と呼んでいた

1．和風詮号“““日本独特のもの　国風詮号t本朝様詮ともいう

“和風詮号は猿害儀礼の一都として群臣より奉られる

・持統天皇（漢風詮号）一　大倭板子天之広野日女等天皇おおやまとねこあめのひろのひめみこと

（護号献呈儀礼の記録）

－「続日本紀：大豊2年12年22日死去・・同3年12月17日　諭され　同日火葬‥」

○初代神武天皇から40代天武天皇までの名を恒例的に和風詮号とよんでいる

、⇒　和風詮号は葬送儀礼の変化、王権のあり方などにより消滅していく

第53代淳和天皇が最後一日本板子天高譲弥遠尊天皇やまとねこあめたかゆずるいやとおのみこと

2．漢風詮号“‥奈良時代から平安時代にかけて和風詮号と併用された
⑬

中国と同様に生前の行いを評して「逸選書・詮法解」などの定義によって選定された

次帝が奉る、詮を摸して奏上するのは閉経博士、大外寵などの儒家

○　日本の天皇詮号は天平宝宇6－8年（762－764年）に淡海三船（天智天皇の曾孫）により、弘文

天皇、文武天皇を除く神武天皇から克明・元正天皇までの詮号が一括摸進されたく釈日本紀）

3，追号

和風詮号、漢風詮号が奉られなくなって後、顕彰“賞美を含まず御在所・御暖地などを号としてその先帝を

呼んだ通称

（追号の分類）　〃地名　“宮、邸宅名等　　〃山稜号　“加後号

“院号一院（邸宅、寺院）に関係した経緯から称された上皇（太上天皇）の尊称



P2

→さらに在位中に崩御した天皇に対しても追号として院号を奉る

4，遺詮“““日本独自のあり方

詮号i追号を自ら遺紹（勅）によって決めること　⇒　議定をすることもなく本人の意思が尊重される

（例）　“第96代　後醍醐天皇　　　℡第108代　後水尾天皇

【2】天皇の名前から歴史を探る

1．「欠史八代」説‥“第2代緩靖夫圭一第9代開化天皇は架空の天皇であるという説

〃和風詮号から考える8代の天皇の実在、不在　→　後代の一括創作説く？）

2．王朝交代説

（1）和風詮号に入っている「いり」「たらし」「わけ」は其々数代の連続が見られるが、前代名との断裂には

王朝の交代があった

（2）王朝交代説

①騎馬民族征服王朝説一江上波夫　②三王朝交代謙一水野祐　③河内王朝説一直木孝次郎

④継体王朝説　　　⑤その他

3．F神」字護号の意味するものは？

“古代天皇のなかで実在した天皇？　　　”新王朝の創始者につけられた？

・2人の初代天皇⇒はつくにしらすすめらみこと後　〃神武天皇（始奴天下之天皇）、崇神天皇（御挙国天皇）

4．古代中国王朝史書に記載される「倭五重」は誰か？

・「倭王　一　讃、珍、済、輿、武」　　→1字名の倭王は日本の天皇に該当するのか

5．継体天皇－「継体」の名のしめすもの

“応神天皇から継体天皇に続く系譜が「日本書紀」には欠落しているのは血統の断絶を暗示している

“「嗣」ではなく「継」を使用した意味は？

〃「継体」は固有名詞ではなく、普通名詞である

6，崇徳天皇にみる「崇」「徳」、後鳥羽天皇にみる「徳」の意味するもの

・「徳」詮号の天皇は不幸な最期を送った天皇に奉られた？

7．「光」は重要な意味を持つ

“神皇正統記に記載された「傍流より嫡流になった」3代、とされる「継体、光仁、光孝」（継体は前述）

“「光」は傍流が皇位を継ぎ、新時代を築いた天皇に贈られ？！

8．その他

以上
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P4【資料1】　天皇系図（70代～125代・今上）
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歴代天皇　和風詮号一覧

【資料　2】

代　　漢風 ��和風・紀 �和風・記 �よ　み 
l �神武 �神日本磐余彦 �神倭伊波彊毘古 �カムヤマトイワレピコ 
2 �綬靖 �神清川耳 �神沼河耳 �カムヌナカワミミ 
3 �安寧 �磯城津彦玉手看 �師木津日子玉手見 �シキツヒコタマテミ 
4 �繁簡 �大日本彦親友 �大倭日子鉦友 �オオヤマトヒコスキトモ 
5 �孝昭 �観松彦香殖稲 �御真津日子詞恵志泥 �ミマツヒコカエシネ 
6 �孝安 �日本足彦国押入 �大倭帯日子国押入 �ヤマトタラシヒコクニオシヒト 
7 �孝霊 �大日本板子彦太垣 �大倭板子賦斗邁 �オオヤマトネコヒコフトニ 
8 �孝元 �大日本板子彦国牽 �大倭板子日子国玖琉 �オオヤマトネコヒコクニクル 
9 �開化 �種目本板子彦大日日 �著倭板子大屋毘 �ワカヤマトネコヒコオオヒヒ 
10 �崇神 �御開城入彦五十擾殖 �御真木入日子印恵 �ミマキイリヒコイニエ 
ll �垂仁 �活白人彦五十狭茅 �伊久米伊理毘子伊佐知 �イクメイリヒコイサチ 
12 �景行 �大足彦忍代別 �大器日子駅新富和気 �オオタラシヒコオシロワケ 
13 �成務 �稚足彦 �着帯日子 �ワカタラシヒコ 
14 �仲哀 �足伸彦 �帯中日子 �タラシナカツヒコ 
15 �応神 �誉田別 �品陀和気 �ホムダウケ 
16 �仁徳 �大鰐熊 �大雀 �オオサザキ 
17 �履中 �去来穂別 �伊邪本和気 �（オオエノ）イザホワケ 
18 �反正1－ �瑞歯別 �水歯和気 �（タジヒノ）ミズハワケ 
19 �允恭 �雄朝港間稚子宿禰 �男浅津間君子宿顧 �オアサズマワクゴノスクネ 
20 �安康 �穴穂 �穴穂 �アナホ 
21 �雄略 �大泊瀬幼武 �大長谷若建 �オオハツセノワカタケ 
22 �清寧 �白髪武広国押稚日本板子 �白髪大倭板子 �シラカノタケヒロクニオシワカヤマトネコ 

23 �顕宗 �弘計 �衰祁 �ヲケ 
24 �仁賢 �億計 �恵那 �オケ 
25 �武烈 �小泊瀬稚鮨鶉 �小長谷若雀 �オハツセノワカサザキ 
26 �継体 �男大遽 �衰本抒 �オオト 
27 �安閑 �広国押武金目 �広国押建金目 �ヒロクニオシタケカナヒ 
28 �宣化 �武小広国押盾 �建小広国押楯 �タケオヒロクニオシタケ 
29 �欽明 �天国排開広庭 �天国押波流岐広庭 �アメクニオシハルキヒロニワ 
30 �敏達 �海中倉太珠敷 �沼名倉太玉敷 �ヌナクラフトタマシキ 
31 �用明 �橘豊日 �橘豊日 �タチバナノトヨヒ 
32 �崇峻 �油滴部 �長谷部若雀 �ハツセベノワカサザキ 
33 �推古 �豊御食炊屋姫 �豊飽食炊屋比売 �トヨミカシギヤヒメ 
34 �舘明 �息長足日広額 �（介　古事記記載終了） �オキナガタラシヒヒロヌカ 
35 �皇極． �天蓋財重自足姫 � �アメトヨタカライカシヒタラシヒメ 
36 �孝徳 �天万量目 � �アメヨロズトヨヒ 
37 �斉明 �（天豊財重昂足姫） � �（アメトヨタカライカシヒタラシヒメ） 

38 �天智 �天命開別 � �アメミコトヒラカスワケ 
39 �弘文 �（大友） � �ビン 

40 �天武 �天津中原涼真人 � �アマノヌナハラオキノマ敬ト 
41 �持続 �稟讃薙彊交一°一°〃 �大儀板子天之広野日女・績 �オオヤマトネコアメノヒロノヒメ 
42 �〃l〃000－01－〇° 　文武 ��倭板子豊祖父・続紀 �ヤマトネコトヨオオジ 

43 �元明 �日本板子天津御代豊国成婚 � �ヤマトネコアマツミシロトヨクニナリヒメ 

44 �元正 〃000－－‾ �日本板子南端浄足姫 � �ヤマトネコタカミズキヨタラシヒメ 

45 �聖武 �天重囲拝聞登楼彦 �勝宝感神聖武皇帝 �アメシルシクニオシハラキトヨサクラヒコ 

46 �孝謙 �倭板子・高野姫 �宝字称衝撃謙皇帝 �ヤマトネコ・タカノヒメ 
47 �淳仁 �（大炊王） � �淡路廃帝 
48 �称徳 �倭板子・高野姫 �宝字称徳孝謙皇帝 �孝謙重詐・ヤマトネコ 
49 �光仁 �天宗高紹∴ � �アマムネタカツグ 
50 �桓武 �日本振子皇統弥照 � �ヤマトネコアマツミスルマイヤテル 
51 �平城 �日本板子天挿画高彦 � �ヤマトネコアメオシクニタカヒコ 
53 �淳和 �日本板子天商議弥遠 � �ヤマトネコアメタカユズルイヤトオ 
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【資料　4】　主な「王朝交替説」の諸説

I　騎馬民族征服王朝説（江上波夫）

（l）騎馬民族の性格を有する扶余族が任那から北九州に渡来し、後に大和に進出した

〇　第一段　二二　4世紀前半　崇神天皇　〇　第二段　二二　4世紀後半か五世紀はじめ　応神天皇

（2）『古事記』にいう「崇神天皇」→「所知初国之御真木天皇・はつくにしらすみまきのすめらみこと」は「ミ

マの宮城（木は城）から入ってきた王」。ミマは任那。（醍』－御開城入彦五十擾殖天皇御肇国天皇）

Ⅱ　三王朝交代説（水野祐）・・ネオ騎馬民族説

（1）古王朝（崇神王朝・呪教王朝）・神武天皇は第10代の崇神天皇を反映させる形でつくられた架空の初代天

皇であり、第2代の緩靖天皇から第9代の開化天皇までは存在しない

・崇神天皇の和風詮号「ミマキイリヒコイニエ」、垂仁天皇の和風詮号「イクメイリヒコイサチ」の他にも「イリ

ヒコ」「イリヒメ」の名がつく者が集中しており、前後の天皇名の流れと明らかに異なる

（2）中王朝8代　（仁徳王朝・征服王朝）

・南九州に在った狗奴王国が応神の時に北の女王国（邪馬台国）を滅ぼす

・次代の仁徳が大阪平野（河内）に東遷し、ここに本拠をおいた

・仁徳王朝の諸天皇が倭の五王にあたる

（3）新王朝（継体王朝・統一王朝）‥〔継体以下現在の天皇（宣化を除く）〕

・中王朝が内部崩壊、近江や越前に勢力をもった継体が前王朝を滅ぼし、新たな王朝をつくった

Ⅲ　河内王朝説

○応神（ホンダワケ）の出生の神秘性、前代との名前構造の異なり、宮・陵の所在がヤマトではなく河内・和泉

（1）井上光貞の説

・応神が前の王朝を倒し入り婿する形で前王朝を継いで大和も支配者になった

（2）直木孝次郎の説

・応神は「イリ」、「タラシ」に続く「ワケ」の王家の祖。誕生醇は始祖王にふさわしい

・難波は国の創始に関わる特別の聖地と考える　→　応神天皇を王朝の創始者とみる

（3）上田正昭の説

三強祭祀の権利を掌握した崇神から数代続いた「三輪王朝（イリ王朝）」に入れ替わり、応神を始祖とする「ワ

ケ」の名をもつ王家が「河内王朝－（ワケ王朝）」を開いた

【資料　5】　「倭の五王」名前の比定

（1）文字・音比定の例

①讃－a去来穂別（イザホワケ履中）の第2音「サ」を「讃」と表記

b仁徳説‥大鵜鶴（オオサザキ仁徳）の第3、4音「サ」または「ササ」を中国側が

②珍－瑞歯別（ミズハワケ反正）の第1字「瑞」を中国側が「珍」とまちがえて表記

③済－a雄朝津間稚子（オアサツマワクゴ允恭）の第3字「津」を「済」と　II

b允恭の第3、4音の「ツマ」は「妻」であり、この音「サイ」が「済」と記された

④　輿－a穴穂（アナホ安康）が間違えられて「興」と話せられた

b「穂」を「興」（ホン）と誤った

⑤武－大泊瀬幼武（オオハツセワカタケ雄略）の第5字「武」をとった

（2）上記文字比定の基準はすべて「日本書紀子の文字表記→「獲加多支歯大王」1音1文字表記
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【資料　6】　倭の五重の系譜

グラフ　申開鍵緊縮と距拳闘寮韓

蒔田描融龍 

鴇観「韻樹彊j 

覇王芸， 

争翻繭守離」 

∴二三＿三 I 癌事態露割 

半音部軸i塙奉韓観 
L 

藍拾寧〕 

【資料　7】「徳」字天皇、「崇」字天皇

O「徳」字天皇‥　当初は本来の徳の意を備えた人格者として贈られたと考えられる

（1）第　4代　蕗徳天皇

（2）第16代　仁徳天皇

（3）第30代

（4）第48代

（5）第55代

（6）第75代

（7）第81代

（8）第82代

孝徳天皇　不幸な最期（憤死ともいわれる）

称徳天皇　（46代孝謙が重詐）晩年は弓削道鏡を重用

文徳天皇　藤原良房と不和の未急死

崇徳天皇　保元の乱で敗れる　讃岐で崩御、「讃岐院」と呼ばれた　日本国の大魔縁

安徳天皇　壇ノ浦で祖母（二位の尼）に抱かれ入水

顕徳夫重く後鳥羽天皇）承久の変で敗れる　「隠岐院」と呼ばれだが崩御した際、

「顕徳」という詮号を贈られた　⇒　後に「後鳥羽」に変更

（9）第84代　願徳天皇　承久の変で敗れる　配流先の佐渡で崩御、当初は「佐擾院」と呼ばれた

◎（6）（7）（8）（9）は追号をもって死後の称号とするのが常であった時代にも関わらず特例的に

漢風詮号を贈られた

O「崇」字天皇；崇神天皇、崇峻天皇、崇徳天皇、崇道天皇（早良皇太子の通称）

●塞－［常用漢字］暗］スウ（慣）［訓］あがめる1気副、。「崇高」2尊ぶあがめる。「崇敬・崇

信・崇拝／尊崇」［名のり］　かた・し・たか・たかしデジタル大辞泉

●墓旦－1神仏や怨霊（おんりょう）などによって災厄をこうむること。罰（ぽち）・科（とが）・障りと同義的に

用いられることも　ある。「山の神の集り」2行為の報いとして受ける災難。「悪口を言うと、後

の崇りが恐ろしい」
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【資料　8】　明治維新時の崇徳天皇への宣命

孝明天皇渡
鳥羽伏見の鞍
王政復古の大号令
江戸域無血開城
五ヶ条の御誓文公布
十五代将軍徳川慶喜水戸へ退去

奥羽列藩同盟寝立
彰義隊、上野で官軍と交戦
江戸を東京と改称

8月26日　明治天皇、崇徳天皇陵へ勅使派遣

27日　廊台天皇即位の礼を行なう！

9月∴∴∴明治と改元

会津藩降伏

【資料　9】　「光」字天皇

1・「光」は重要な意味をもつ？【中国で初めて「光」が使われたのは、漠王朝の復活者、後漠の光武帝】

①49代一光仁　②58代一光孝　③119代一光格

⇒　◎「光」は傍流が皇位を継ぎ、新時代を築いた天皇におくられた！？

①　光仁

40代天武一48代称徳（41代持続、43代元明は天智の娘）はいわゆる天武朝の系譜だが、女帝

称徳で後嗣が絶える。そこで即位したのは天智系の光仁である。和風詮号（群臣が奉る）は「天宗高紹天皇・

あまむねたかつぎすめらみこと」「紹」は論法解によれば「疎遠継位日経」⇒疎遠者が位を継いだ

漢風詮号（次帝が奉る）「光」は「能紹前菜日光」⇒　前菜を継ぎ皇統を復活させた

②　光孝（小松）

54代仁明～57代陽戌までば仁明の系譜。58代光孝は文徳の弟、以下光孝の系譜が皇統を継ぐ

59代宇多は傍流の父光孝の即位経緯、自身の即位経緯並びに即位直後の阿衡事件を経て自らの皇統を正当

化し、また権威を高めようとし、父帝に対し「光孝」の詮号を奉った

③　光格

113代東山～118代後桃固までは東山の系譜。後桃園の急逝により傍系の開院宮家から9歳で即位

崩御後「光格天皇」の称号⇒63代「冷泉院」以来57代約900年ぶりの「天皇」号復活

※　上記以外では　北朝1代光厳、同2代光明、同3代崇光、同4代後光厳、後光厳の曾孫第101代称光、

110代後光明（江戸時代）
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の
讃
岐
に
攣
れ
た
こ
の
撃
憂
損
の
う
ち
に
喜
子

な
り
に
な
っ
た
こ
と
は
、
何
た
る
悲
劇
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の
こ
と
は
悲
し
み
の
極
で
あ
り
、

陛
下
の
霊
に
京
へ
お
煽
り
い
た
だ
き
、
そ
の
憂
損
を
お
慰
め
す
る
べ
き
だ
と
、
先
代
の
孝
明
帝
も
お

考
え
に
な
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
こ
と
を
果
た
す
こ
と
な
く
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
先
帝
の
遺
志
を
継
ぎ
、
陛
下
の
轟
を
お
慰
め
し
よ
う
と
都
の
近
く
に
清
ら
か
な
新
宮
霜

社
）
・
を
建
立
致
し
ま
し
た
。
ど
う
か
、
わ
れ
ら
の
志
を
お
受
け
に
な
り
、
長
年
の
怒
り
を
お
鎮
め
に

な
っ
て
、
京
へ
お
煽
り
下
さ
い
。
そ
し
て
、
天
皇
と
朝
廷
を
永
く
お
守
り
下
さ
っ
て
、
こ
の
頃
官
軍

に
刃
向
か
う
陸
奥
出
羽
の
賊
徒
実
羽
列
藩
同
盟
の
こ
と
）
を
す
み
や
か
に
鎮
定
し
、
天
下
が
安
穏
帝

な
り
ま
す
よ
う
お
助
け
下
さ
い
。

覇
業
星
が
潔
の
藤
詳
源
畿
審
じ
て
、
憲
委
陵
の
請
で
読
み
上
げ
さ
せ
義
軍
（
み

ご
と
の
り
）
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
・
あ
る
。
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【資料10】　光孝天皇即位と宇多夫皇即位前後

〔宇多夫皇即位前後〕

・元慶8年・884年　2月23日

・元慶8年・884年　6月26日

・仁和3年・887年　8月25日

8月26日

11月17日

11月21日

光孝天皇即位

光孝天皇全子女を臣籍降下　定省王　⇒　源定省

源定省　皇族復掃　親王宣下

定省親王立太子（皇太子）、　光孝崩御

定省皇太子、天皇即位

阿衡事件

・寛平3年・891年1月　基経死去　一、宇多夫皇親政開始

【資料11】　その他資料

①古代天皇の和風詮号造作説く直木）

二二二二ニ主＿十主

②　景行天皇ピイリ王朝」の系譜
（r古事記」に基づく）

□庵「イij王朝」柔
く　月が日本書誌壬の名

③　4－5世紀の天皇の詮号と名

漠風詮号 �名（和風詮号）l 

祭　神 �　　●● ミマキイリヒコイニエ 

垂　仁 �　●● イクメイリヒコイサチ 　●●●　　　●● 

景　行 �オオタラシヒコオシロワケ 　●●● 

威　務 �ワカタラシヒコ 

伸　哀 �●●● タラシナカツとヨ 　●● 

応　神 �ポムダウケ 

仁　徳 �オオサザキ 

履　中 �　　　　● オオエノイザホワケ 　　　　●● 

反　正 �タジヒノミズハワケ 

允　恭 �オアサツマワクゴノスクネ 

④「継体」の意味

●

撃のこl草間諒も：二は当用淡寧外．こ

グ
ラ
シ
糸へ造作）

ワ
ケ
糸
へ実在）

氷
羽
州
此
売

人
日
雲
霞
縁
）

針
問
之
伊
那
昆
龍
太
郎
女

寓大中
淳
日
子
命

倭
光
義

若
木
入
日
手
合

景
行
芙
室
（
大
蒜
日

（
五
十
遠
政
人
彦
）

的
宮
入
日
子
命

日
向
之
葵
波
逆
詰
責
売

予
診
諸
富
潮
気
令
）

ヤ
マ
ト
ネ
コ
宗

一
造
作
）

イ
リ
ピ
コ
糸

．実在）

圏
隅
開
園
（
信
玖
米
人
日
子
序
沙
塞
豊

圏
闇
国
（
絢
真
木
入
日
子
印
幕
命
）

遡
具
罵
比
売

諦
分
合

へ
亙
冒
涜
大
鑑
）

国
開
園
胤
園

・
用
l
L
ー

・′．－．〃

一
カ
ミ
一
糸

（大海瑳）

憲
嘗
阿
蘇
比
売

（
八
坂
入
室
）

内
破
園
閤
闇
脇
凶

（
八
坂
入
援
）

囚
闇
開
聞
園

（
五
言
裁
人
参
）

－
当
園
筒
開
聞
開
聞
同
国

成
語
天
皇
（
着
帯
日
子
金

⊥
継
】
髄
謹
轟
i
認
羅
謹
話
磐

を
続
け
る
．
あ
と
を
受
け
る
．
謀
議
．
縫
承
㊦
辞
も
箆

は
ろ
㊤
線
の
土
に
加
え
導
了
。
つ
や
郷
え
ら
㊨
つ

く
ろ
う
．
報
う
e
ツ
ぎ
．
つ
い
お
も
の
⑧
着
物
や
布

の
破
れ
を
都
う
こ
と
㊥
あ
と
つ
ぎ
。
後
続
e
内
報

で
な
く
∵
あ
と
を
諾
い
だ
壁
－
モ
ー
父
、
－
枇
十
・

【
鋒
誓
鷺
C
菊
雄
の
．
雪
害
蒜
ぐ
丁

～
の
邦
」
㊤
あ
と
つ
亨
　
　
　
　
「
槻
ち
か
に
す
る

【
経
過
】
瀞
ツ
先
紅
の
あ
と
を
受
け
謙
い
て
、
遊
ぶ
な
」

寮
諒
〕
詔
か
∬
議
鮒
．
・
う
と
を
受
け
謙
ぐ
「
父
の
恩
を

【
謙
寮
】
舞
＝
麗
姿
．
施
薬
．
の
も
ぞ
い
　
T
i
I
サ
‥
む

【
誌
測
】
労
部
課
婆
。
後
楽

【
議
謡
】
㌻
壷
と
つ
ぎ
。
あ
と
と
う
．
相
続
人

▲
巾
－
ヽ
承
－
上
様
－

【
怒
隼
…
年
生
接
骨
虎
㌣
総
瑳
討
て
・
鮭
怒
熱
望
」
二
軍
埠
訟

【
総
譜
〓
嚢
墾
撞
，
具
能
登
畏
一
望
重
曹
も
∴
一
七

【
経
椿
（
揺
〓
籍
天
子
の
筋
を
籍
く
。

－
諾
壁
豊
後
蔓
．
は
じ
め
の
妻
雪
花
寵
と
い
う
の
対
。


